
拡大

連日雨雲……
でも止まない雨はない

勝つまであきらめない私たちの闘い！

　

七
月
一
日
、
日
民
協
が
主
要
な
共
催

団
体
と
な
る
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
六
月
二
五
日
の
集
会
も
あ
わ

せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
民
連
合
と
の
政
策
合
意
を
支
持
し
、

立
憲
野
党
と
会
派
を
応
援
す
る

法
律
家
の
共
同
記
者
会
見

　

七
月
一
日
㈪
14
：
00
〜
15
：
10
、
改

憲
問
題
対
策
法
律
家
6
団
体
連
絡
会
の

呼
び
か
け
で
、
参
議
院
議
員
会
館
Ｂ
一

〇
三
号
室
に
て
、「
市
民
連
合
と
の
政
策

合
意
を
支
持
し
、
立
憲
野
党
と
会
派
を

応
援
す
る
法
律
家
の
共
同
記
者
会
見
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、

五
月
二
九
日
、
安
保
法
制
の
廃
止
と
立

憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る
市
民
連
合（
略

称「
市
民
連
合
」）と
立
憲
野
党
四
党
一
会

派（
立
憲
民
主
党
、
国
民
民
主
党
、
日
本
共

産
党
、
社
会
民
主
党
、
社
会
保
障
を
立
て

直
す
国
民
会
議
）

と
の
一
三
項
目

の
政
策
合
意
が

で
き
た
こ
と
か

ら
、
法
律
家
６

団
体
と
し
て
こ

れ
を
支
持
し
立

憲
野
党
を
応
援

し
よ
う
と
、
一

三
項
目
そ
れ
ぞ

れ
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
法
律

家
が
一
堂
に
会

し
て
記
者
会
見
を
し
、
世
論
に
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

急
な
企
画
で
し
た
が
、
改
憲
発
議
阻

止
、
安
保
法
制
・
共
謀
罪
の
廃
止
、
沖

縄
問
題
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
非
核
化
、

原
発
ゼ
ロ
、
消
費
税
率
引
上
の
中
止
、

教
育
・
子
ど
も
、
労
働
法
制
、
貧
困
・

社
会
保
障
、
性
差
別
撤
廃
、
公
文
書
管

理
、
報
道
の
自
由
等
々
に
取
り
組
む
一

三
名
の
弁
護
士
・
学
者
が
駆
け
つ
け
ま

し
た
。

　

市
民
連
合
の
廣
渡
清
吾
氏
の
挨
拶
の

あ
と
、一
三
名
の
法
律
家
が
ズ
ラ
リ
と

並
ん
で
、
短
い
な
が
ら
も
熱
の
こ
も
っ

た
訴
え
を
す
る
光
景
は
壮
観
で
、
こ
う

し
た
政
策
合
意
の
下
に
連
立
政
権
が
で

き
れ
ば
日
本
は
変
わ
る
と
、
期
待
と
確

信
の
持
て
る
記
者
会
見
に
な
り
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
も
、
新
聞
社
、
市
民
団
体
、

政
党
の
機
関
誌
な
ど
が
多
く
取
材
に
訪

れ
、
翌
朝
、
東
京
新
聞
と
赤
旗
が
カ
ラ

ー
写
真
入
り
で
報
道
し
、
社
会
新
報
も

報
道
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
全
国
津
々
浦

々
で
行
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
思
い
ま

し
た
。

　

こ
の
記
者
会
見
に
つ
い
て
は
、
出
席

し
た
一
三
名
の
法
律
家
に
、
短
時
間
の

会
見
で
は
発
言
仕
切
れ
な
か
っ
た
内
容

を
含
め
て
原
稿
の
執
筆
を
お
願
い
し
て

お
り
、
法
と
民
主
主
義
八
・
九
月
合
併

号
で
特
集
す
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
に
。

　

さ
て
、
参
議
院
選
挙
の
結
果
は
い
か

に
?!映

画「
憲
法
を
武
器
と
し
て
―
―
恵

庭
事
件
知
ら
れ
ざ
る
50
年
目
の
真
実
」

上
映
と

内
藤
功
弁
護
士
・
新
井
章
弁
護
士
の

お
話
を
聞
く
会

　

七
月
一
日
㈪
17
：
45
〜
21
：
15
、
第

50
回
司
法
制
度
研
究
集
会
実
行
委
員
会

の
主
催
で
、
新
宿
区
の
四
谷
地
域
セ
ン

タ
ー
の
集
会
室
に
て
、「
映
画『
憲
法
を
武
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器
と
し
て
│
│
恵
庭
事
件　

知
ら
せ
ざ

る
50
年
目
の
真
実
』
上
映
と
内
藤
功
弁

護
士
・
新
井
章
弁
護
士
の
お
話
を
聞
く

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

映
画
は
、
恵
庭
事
件
判
決
か
ら
五
〇

年
の
二
〇
一
七
年
に
制
作
さ
れ
、
当
時

の
公
判
記
録
を
忠
実
に
再
現
し
た
ド
ラ

マ
と
、
現
在
も
ご
健
在
の
関
係
者
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
廷
で
違
憲
審
査
権
の
行
使
を
言
明
し

た
裁
判
官
、
元
陸
幕
事
務
局

長
に
七
期
日
に
わ
た
り
自
衛

隊
の
攻
撃
的
実
態
を
証
言
さ

せ
た
訴
訟
指
揮
、
憲
法
判
断

回
避
の
無
罪
判
決
、
そ
の
背

景
に
関
す
る
裁
判
長
の
長
女

の
回
想
な
ど
、
興
味
の
尽
き

な
い
映
画
で
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
映
画
に
も
登
場
す
る
二

人
の「
レ
ジ
ェ
ン
ド
」弁
護
士
の
お
話
。

内
藤
弁
護
士
は
、「
違
憲
判
決
な
ど
簡
単

に
出
る
も
の
で
は
な
い
」と
の
先
輩
弁
護

士
の
言
葉
を
紹
介
し
、「
命
あ
る
限
り
憲

法
を
正
面
に
据
え
、
自
衛
隊
と
安
保
条

約
の
実
態
を
暴
い
て
い
く
」、
新
井
弁

護
士
は
「
六
〇
年
前
の
九
条
の
輝
き
を

取
り
戻
そ
う
」、「
日
本
の
裁
判
所
の
だ

ら
し
な
い
現
状
を
打
破
し
な
け
れ
ば
。

我
々
法
律
家
が
声
を
挙
げ
な

く
て
誰
が
や
る
の
か
」。
最

後
に
、
八
八
歳
の
お
二
人
に

米
寿
の
お
祝
い
の
花
束
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
集
い
は
、
一
一
月
二

三
日
開
催
予
定
の
第
50
回
司

研
集
会
を
、
日
民
協
、
青
法

協
弁
学
合
同
部
会
、
自
由
法

曹
団
な
ど
の
共
同
で
準
備
し

て
お
り
、
そ
の
プ
レ
シ
ン
ポ

と
し
て
開
い
た
も
の
で
す
。

若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
超

満
員
の
参
加
で
、
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

プ
レ
シ
ン
ポ
の
成
果
も
ふ

ま
え
て
一
一
月
の
「
本
番
」
を

準
備
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
衛
大
学
い
じ
め
事
件

６
・
25
国
会
報
告
集
会

　

六
月
二
五
日（
火
）15
：
00
〜
17
：
30
、

防
衛
大
人
権
侵
害
裁
判
を
支
援
す
る
会
、

日
本
平
和
委
員
会
な
ど
の
主
催
、
法
律

家
６
団
体
な
ど
の
共
催
で
、
参
議
院
議

員
会
館
一
〇
一
号
会
議
室
に
て
、「
防
衛

大
学
い
じ
め
事
件
6
・
25
国
会
報
告
集

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は『
法
民
』で
も
何
度
か
と
り
あ

げ
た
、
福
岡
地
裁
で
闘
わ
れ
て
い
る
、

防
衛
大
で
暴
力
と
い
じ
め
を
受
け
た
元

学
生
が
上
級
生
八
名
と
国
を
被
告
と
し

て
提
起
し
て
い
る
訴
訟
の
報
告
集
会
で

す
。
暴
力
・
い
じ
め
の
内
容
は
、
体
毛

に
火
を
つ
け
る
、
ラ
ー
油
の
一
気
飲
み
、

性
風
俗
店
で
性
交
を
強
要
し
動
画
を
撮

ら
せ
る
な
ど
凄
ま
じ
い
も
の
で
す
。
上

級
生
の
事
件
は
二
月
勝
訴
し
、
国
を
被

告
と
す
る
事
件
の
判
決
は
こ
れ
か
ら
で

す
。

　

右
崎
正
博
日
民
協
理
事
長
が
共
催
団

体
を
代
表
し
て
発
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

原
告
と
そ
の
母
、
弁
護
団
の
弁
護
士
、

「
た
ち
か
ぜ
」、「
さ
わ
ぎ
り
」な
ど
の
自
衛

隊
員
い
じ
め
自
殺
事
件
の
遺
族
で
あ
る

母
親
た
ち
が
、
防
衛
大
・
自
衛
隊
内
で

の
人
権
侵
害
に
つ
い
て
切
々
と
怒
り
の

発
言
を
さ
れ
、
充
実
し
た
集
会
で
し
た
。

　

原
告
は
災
害
救
助
を
す
る
自
衛
隊
員

に
憧
れ
て
防
衛
大
に
進
学
し
た
と
の
こ

と
。
首
相
が
憲
法
に
「
明
記
」
し
た
い

と
い
う
自
衛
隊
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
意
味
で
も
重
要
な
訴
訟
だ
と
思
い
ま

し
た
。 （
日
民
協
事
務
局
長
／
米
倉
洋
子
）

第58回日本民主法律家協会定時総会記念公演

　参議院選挙の結果をいち早く総括し、改憲阻止に向けて、私たちの闘いのこ
れからについて、さまざまな方向から、指し示していただける講演です。
　この講演会には、当協会の会員のみならず、「法と民主主義」の読者のみなさ
まをはじめ、どなたにもご参加いただけます。ぜひ、ご参加ください。
　レジュメ等の準備の関係上、本部事務局（TEL：03-5367-5430）まで事前ご連絡
いただけますようお待ちしています。

日時：2019年8月4日㈰午後1時～2時45分
場所：東京 千代田区・全国町村会館ホールA・B

参院選の結果と安倍改憲をめぐる情勢と課題
 渡辺　治先生（一橋大学名誉教授）
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